
令和7年度 医療・介護資源調査について

資料４

令和７年６月30日
練馬区地域医療課



1. 調査の概要

目的
医療・介護資源の現状を経年的に調査することにより、
練馬区における在宅療養の環境整備状況および在宅療養
推進事業の現状と課題を把握し、施策に活かす。

頻度

位置づけ

３年に１回
（平成29年度より調査開始、今回令和７年度で４回目）

在宅療養推進事業「指標」に係る取り組み※の一つ

※在宅療養を取り巻く現状と経年的な変化を把握し 、区民・事業者のそれぞれの
状況と合わせて立体的に分析し 、在宅療養推進事業の今後の方向性を検討する取り
組み 。
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練馬区在宅療養推進事業（令和６年度～令和８年度）
目標 高齢者等が在宅で安心して療養できる体制を構築する。

在宅療養推進事業

区民が在宅療養を知り、

地域で相談・支え合いが

できる環境の整備

区民への啓発

地域での支え合い

相談体制の充実

【指標】

在宅医療資源状況把握

死亡小票分析

医療・介護資源調査

高齢者基礎調査

評価・分析

認知症医学講座の実施

在宅療養講演会の実施

在宅療養ガイドブックの改訂

認知症ガイドブックの改訂

ACP（人生会議）の啓発

認知症事例検討会の開催

ケアマネジャーの育成

在宅医療同行研修の実施

ACP勉強会の開催

地域包括支援センターによる多職種連携の推進

多職種協働による地域ケア会議等の実施

入退院連携ガイドラインの活用

医療・介護連携シートの活用

医療・介護・消防（救急）との連携促進

医療連携・在宅医療サポートセンターの運営

後方支援病床の確保

休日夜間診療等支援体制の構築(仮)

専門職が安心して在宅療養

を推進できる環境の整備

専門職のネットワークの

充実

サービス提供体制の

充実

専門職への

研修機会の提供

地域包括支援センターの移転・増設

もの忘れ検診の実施

認知症専門病院との連携（アウトリーチ）

摂食・えん下機能支援事業の実施

認知症専門相談事業の実施

介護サービス事業者と連携した

認知症相談窓口の設置（R６はモデル事業）

充

充

チームオレンジ活動の実施

介護なんでも電話相談の実施
介護学べるサロンの実施

介護相談・交流カフェの実施

三療サービスを活用した家族介護者への支援

充

2. 位置づけ
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3. 前回調査（令和４年度）概要

実施期間 令和4年7月21日～8月26日

調査対象
および
回答状況

調査方法
郵送調査法（郵送配布・郵送回収）
選択回答式および任意の自由記述式（所要時間15分程度）
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4. 前回からの変更点（変更・削除）

調査方法 Web調査法に変更（令和４年度は郵送調査法で実施）

「新型コロナウイルス感染症の影響」については、５類移行に伴
い削除、「外国人患者への対応について」は、必要時に別途実施
することから本調査からは削除とする。

調査項目

「ACPに関する項目」について、設問や選択肢の表現を変更し、
「在宅療養の課題に関する項目」においては、医師会が実施して
いる夜間休日診療サポート事業を設問の選択肢に追加するなど、
現行の事業内容等に合わせた変更を行う。
「在宅療養推進事業の認知度・評価」については、設問の設定を
変更する。

削除項目

変更項目
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5. 前回からの変更点（追加）

BCP作成状況や
運用状況の把握

「BCP※１に関連した内容」・「障害福祉※２サービスに関連した内容」を在宅医
療・地域包括ケアの体制構築に向けた国や都の方針を踏まえて追加。

BCP

目的項目

障害福祉
サービス

障害福祉と医療・介護
との多職種間の
連携状況の把握

内容

◼ BCP作成状況の有無

◼ 作成しているBCPの分類

◼ 作成するにあたり参考にした情報

◼ 作成する上での苦慮した部分

◼ スタッフ研修の実施状況

◼ BCPの更新頻度

◼ 作成に至る上での課題

◼ 障害福祉分野に該当する患者の受け入れの有無

◼ 連携時に相談・連絡を行う機関

◼ 障害福祉分野との連携が必要になる場面
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※1：自然災害・感染症・システム障害などの危機的状況において、患者・利用者の安全を確保しながら、必要な医療・介護サービス
  を継続または迅速に復旧させるための計画を想定。

※2：「障害福祉分野」の障害者とは、身体・精神・知的障害者の全般を想定。



6. 調査項目 1/3

質問項目 病院 診療所
歯科
診療所

薬局
訪問
看護

居宅
介護

施設等

基本情報 従業員(職種別)数等

利用実績・各種届出等

ICT活用状況 ツール・連携職種等

提供サービス ACP－認知理解度・話し合い状況

患者の状態変化※への対応

看取り体制・実績

24時間対応状況 or 負担状況

サービス継続における負担軽減策

将来(2035年/10年後)展望

在宅療養一般

区民の在宅療養推進に必要なこと

在宅療養推進事業への興味・関心

※外来受診できなくなった場合等

既存調査からの追加項目
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6. 調査項目 2/3

質問項目 病院 診療所
歯科
診療所

薬局
訪問
看護

居宅
介護

施設等

多職種連携
(全般)

各職種との連携状況－現在・理想

• 病院医師
• 病棟看護師
• 地域連携室
• 診療所医師
• 歯科医師
• 訪問看護師
• 薬剤師
• リハ専門職
• ケアマネ
• 訪問介護
• 通所介護
• 介護老人保健施設
• 地域包括支援センター
• 保健所・保健相談所
• 患者・家族の会

必要時にサービスが見つけられるか

多職種連携
(退院時)

退院前カンファレンス参加状況

在宅療養/施設移行時の情報共有

多職種連携
(入院時)

入院時－多職種からの情報提供

入院時－病院への情報提供

既存調査からの追加項目
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6. 調査項目 3/3

質問項目 病院 診療所
歯科
診療所

薬局
訪問
看護

居宅
介護

施設等

BCP BCP作成状況の有無

作成しているBCPの分類

BCP作成時に参考にした情報源

作成する上での苦慮した点

スタッフ研修の実施状況

BCPの見直し・更新頻度

作成に至っていない理由

障害福祉 障害福祉分野の患者受け入れの有無

連携時の相談・連絡機関

連携が必要になる場面

既存調査からの追加項目
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7. スケジュール予定

R7
5月

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
R8
1月

2月 3月

調査票作成

発送・回答
状況確認

単純集計

分析・まとめ
報告書作成

在宅療養推進
協議会・専門
部会での報告

内容
時期

9


	スライド 0: 令和7年度 医療・介護資源調査について
	スライド 1: 調査の概要
	スライド 2: 位置づけ
	スライド 3: 前回調査（令和４年度）概要
	スライド 4: 前回からの変更点（変更・削除）
	スライド 5: 前回からの変更点（追加）
	スライド 6: 調査項目 1/3
	スライド 7: 調査項目 2/3
	スライド 8: 調査項目 3/3
	スライド 9: スケジュール予定

